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世 帯 の 年 収 の 減 少 で 、 負 担 が 増 す 教 育 費

調 査 時 期 平成12年６月

調 査 対 象 「国の教育ローン」利用世帯

発 送 件 数 12,573件

有効回答数 4,294件（有効回答率34.2％）

～ 主 な 調 査 結 果 ～

１ 高校入学から大学卒業までにかかる費用は、1人当たり989万円。

（本文３、４、５ページ）

、 、 。○ 進学者１人当たりの進学費用は 大学で101.6万円 高校で54.4万円となった

在学中の子供１人当たりにかかる１年間の費用は、大学で140.5万円、高校で

90.3万円となった。

○ 高校入学から大学卒業までにかかる費用は、１人当たり988.6万円（11年度

調査911.8万円）となっている。

２ 世帯の年収の減少で、負担が増す教育費

（本文６、７ページ）

○ 世帯全体の年収（11年実績）は、平均で746.2万円（11年度調査768.6万円、

10年度調査840.0万円）となり、２年連続で前年を下回った。

○ 世帯の年収に対する在学費用（すべての子供にかかる費用の合計）の割合は、

32.0％に達している。

３ 重い自宅外通学の費用負担

（本文９、10ページ）

○ 自宅外通学者がいる世帯は、回答世帯の36.7％に上り、自宅外通学者１人当

たりの仕送り額は、年間129.2万円となっている。

○ また、自宅外通学を始めるための費用（アパートの敷金や家財道具の購入費

など）は、進学者１人当たり43.8万円となっている。



Ⅰ  調査要領、回答世帯の概要

Ⅱ  調査結果 －勤務者世帯について－

＜主な調査結果＞

１  教育費の支出状況
(1)  進学費用
(2)  在学費用
(3)  高校入学から大学卒業までにかかる費用
(4)  世帯の年収、住宅ローンの負担
(5)  世帯の年収別にみた在学費用の負担
(6)  就学状況別にみた在学費用の負担

２  自宅外通学者にかかる費用
(1)  自宅外通学者数別にみた年間の仕送り額
(2)  自宅外通学を始めるための費用

３  教育費の捻出方法

用語の解説

国民生活金融公庫総合研究所

平成12年11月14日

家計における教育費負担の実態調査結果について



- 1 -

Ⅰ　調査要領、回 答 世 帯 の 概 要

１　調査要領

：「国の教育ローン」※利用世帯

：平成12年6月

：12,573 件

：  4,294 件　（回収率34.2 ％）

２　回答世帯の概要

（１）主たる家計維持者の職業（単位：％、以下同じ） （２）主たる家計維持者の年齢（勤務者世帯）

（３）在学中の子供の数（勤務者世帯） （４）世帯の年収（平成11年）（勤務者世帯）

調 査 対 象

実 施 時 期

発 送 件 数

回 収 数

勤務者 個人事業主 法人経営者 その他

8.776.2 14.7 7.1 2.0

　400万円

48.7歳

44歳以下 45～49歳 50～54歳 55歳以上 平 均

16.1 40.0 35.2

１人 ２人 ３人以上 平 均

30.6 49.5 19.9 1.9人

800万円以上  1,000万円 平 均

　　　　　未満 600万円未満 800万円未満 1,000万円未満 　　　　　以上
400万円以上 600万円以上

16.2
746.2万円

7.5 18.5 30.4 27.4

※ 「国の教育ローン」の概要

　○利用対象
　　年収が1,210万円（事業所得者は990万円）以内で、
　下記の学校に入学・在学する子供のいる世帯。
　　・高校、高等専門学校
　　・短大、大学、大学院
　　・専修・各種学校、予備校など
　　・海外の学校（高校、短大、大学など）
　　・その他職業能力開発校などの教育施設
　○融資額
　　学生･生徒１人当たり200万円以内
　○使途
　　・進学費用（学校納付金、受験費用など）
　　・在学費用（授業料、アパートの家賃、通学費など）



- 2 -

Ⅱ 調査結果 －勤務者世帯について－

＜主な調査結果＞

○教育費の支出状況 －大学への進学者１人当たりの進学費用は102万円－

12年度における進学者１人当たりの進学費用は、大学で101.6万円、高校で54.4万円となった。一方、在学中の子供１人当た

りにかかる１年間の費用（在学費用）は、大学で140.5万円、高校で90.2万円となった。

高校入学から大学卒業までにかかる費用は、１人当たり988.6万円となった。これを高校卒業後の進学先別にみると、国公立

大学に進学した場合が772.7万円、最も高い私立大学理系の場合は1,110.0万円となっている。

○世帯の年収 －前年よりも22万円減少－

世帯の年収（11年実績）は平均で746.2万円となった。11年度調査の768.6万円を22.4万円下回り、10年度調査（840.1万円）

から２年連続の減少となった。内訳をみると、主たる家計維持者の年収が641.8万円となり、11年度調査の656.1万円を14.3万

円下回った。その他の家族の年収も104.4万円と、11年度調査の112.5万円を8.1万円下回り、世帯の年収が減少した要因となっ

ている。

○在学費用の負担 －在学費用は年収の32％に相当－

世帯の年収に対する在学費用（すべての子供にかかる費用の合計）の割合は32.0％となり、11年度調査の28.8％を3.2ポイン

ト上回った。年収階級別にみると、年収が高い世帯ほど在学費用は多くなる傾向にあるが、世帯の年収に対する割合は年収が

低くなるにつれて上昇し、200万円以上400万円未満の世帯では57.8％にも達する。

○自宅外通学者にかかる費用 －自宅外通学者１人当たりの仕送り額は年間129万円－

自宅外通学者がいる世帯は、回答世帯の36.7％に上る。自宅外通学者１人当たりの仕送り額は年間129.2万円（月額10.8万

円）、また、自宅外通学を始めるための費用（アパートの敷金や家財道具の購入費など）は43.8万円となっている。

○教育費の捻出方法 －７割が「教育費以外の支出を削っている」－

教育費の捻出方法をみると、「教育費以外の支出を削っている」、「預貯金や保険などを取り崩している」と回答した世帯

が、ともに半数を超える。

削っている支出としては、「旅行・レジャー費」（68.2％）と回答した世帯が最も多く、以下「衣類の購入費」（59.0％）、

「外食費」（43.2％）､「食費」（42.1％）と続く。
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１ 教育費の支出状況（勤務者世帯、以下同じ）

（１）進学費用 －大学は１０２万円、高校は５４万円－

○ 進学者１人当たりにかかる進学費用は、大学が101.6万円、短大が82.5万円、専修・各種学校が76.6万円、高校

が54.4万円となり、いずれも前年度調査に比べわずかに増加している（図－１）。

○ 私立高校にかかる進学費用は59.7万円で、国公立高校へ進学した場合にかかる費用のおよそ1.6倍になっている

（図－２）。大学進学費用は、国公立と私立で大きな差はみられない。学校納付金の少ない国公立大学へ進学した

場合も、入学しなかった学校への納付金がかさんでいるためである。

図－１ 進学先別にみた進学費用（子供１人当たりの費用） 図－２ 国公立・私立の別にみた進学費用（子供1人当たりの費用）

注１：進学費用 受験費用

学校納付金

入学しなかった学校への納付金

２：進学費用は､11年度における実績である。

0

5 0

100

150

高校 専修・各種学校 短大 大学

38.0 4 3 . 4

61.6 64.9 62.2 68.1 7 0 . 4 74.36 . 3
8 . 5

9 . 7
10.2 15.0

12.3
2 1 . 8

21.8

2.2
2 . 5

0.7
1.5 2.5

2 . 1

6 . 5 5.5

万円

入学しなかった

学校への納付金

受験費用

学校納付金

合計

（555）

72.0 7 9 . 7

（205）(450) (286) (289) (1,146)回答数 （315） （1,3 1 5）

11年度 1 2年度 101.698.7

8 2 . 576.6

54.446.5

0

50

100

150

国公立高校 私立高校 国公立大学 私立大学

24.2

49.4 52.7

77.9

8.7

8.3

21.6

21.8

4.2

2.0

17.8

3.4

万円

入学しなかった

受験費用

学校納付金

学校への納付金

合計

回答数 （1,116）（194）（409）（136）

103.1
92.1

59.7

37.1
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（２）在学費用 －大学は年間１４１万円、高校は９０万円－

○ 在学中の子供１人当たりにかかる１年間の在学費用は大学が140.5万円、短大が143.0万円、専修・各種学校が

141.0万円、高校が90.3万円となっている（図－３）。

○ 私立大学に進学した場合、１年間の在学費用は国公立大学のおよそ1.7倍になっており、在学費用については私

立大学と国公立大学の格差は大きい（図－４）。

図ー３ 在学先別にみた1年間の在学費用（子供1人当たりの費用） 図ー４ 国公立・私立の別にみた在学費用（子供1人当たりの費用）

注１：在学費用 学校教育費（授業料、通学費、教科書代など）

家庭教育費（塾の月謝､おけいこごとの費用など）

２：在学費用は､12年度における見込み額である。

0

5 0

100

150

200

高校 専修・各種学校 短大 大学

6 9 . 2

79.0

129.8

137.7

130.5

138.4

128.2

136.41 0 . 6

11.3

3.0
3.3

4 . 9
4 . 6

3.6
4.1

132.8 135.4 131.8

合計

家庭教育費

学校教育費
7 9 . 8

万円

回答数 （695） (534) (388) (1,534)（692） （462） （241） （1,501）

90.3

141.0 143.0 140.511年度 12年度

0

50

100

150

200

国 公 立 高 校 私 立 高 校 国 公 立 大 学 私 立 大 学

4 5 . 1

89.7 84.9

145.5

15.8

9.8
4.0

4.2

万円
合 計

家 庭 教 育 費

学 校 教 育 費

回答数

60.9

99.5
88.9

149.7

（1,276）（225）（525）（167）
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（３）高校入学から大学卒業までにかかる費用 －子供１人当たり９８９万円－

○ 12年度調査の進学費用と在学費用を累計すると、子供１人当たりにかかる費用は高校３年間で325.0万円となる

（図－５）。大学に進学した場合、進学費用と４年間の在学費用663.6万円が加わり、合計では988.6万円となる。

○ 高校卒業後の進学先別にみると、私立大学に進学した場合の累計費用は理系で1,110.0万円、文系で985.6万円

となっている（図－６）。

図－５ 大学卒業までにかかる費用 図－６ 高校卒業後の進学先別にみた卒業までにかかる費用

（子供１人にかかる費用の平均額の累計） （子供１人にかかる費用の平均額の累計）

注１：□内は、各学年における１年間の費用である。 注１：高校の費用は、国公立・私立を合わせた全体の平均である。

２：高校１年、大学１年の費用には、進学費用が含まれる。 ２：高校の費用には、進学費用も含まれる。

0

200

400

600

800

1000

1200

高校１年 高校２年 高校３年 大学１年 大学２年 大学３年 大学４年

144.6

144.6
90.2

234.8

90.2

325.0 242.1

567.1
140.5

707.6 140.5

848.1 140.5

988.6

万円

１年間の費用

累計金額

0

200

400

600

800

1000

1200

私立大学理系 私立大学文系 国公立大学 私立短大 専修･各種学校

325.0 325.0 325.0 325.0 325.0

100.6 102.2 92.1 85.8 77.4

684.4

1 1 1 0 . 0

558.4

9 8 5 . 6

355.6

7 7 2 . 7

299.0

7 0 9 . 8

282.0

6 8 4 . 4

万円

高校の費用

進学費用

在学費用

累計金額
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（４）世帯の年収、住宅ローンの負担 －世帯の年収は７４６万円、住宅ローンの返済額は年間１２１万円－

○ 世帯全体の年収は平均746.2万円となり、11年度調査に引き続き前年度を下回った（図－７）。内訳をみると、

主たる家計維持者の年収が641.8万円、その他の家族の年収が104.4万円となっている。

○ 住宅ローンのある世帯は勤務者世帯全体の62.5％を占め、１年間に平均121.3万円を返済している（図－８）。

これに、すべての子供にかかる年間の在学費用220.3万円を加えると341.6万円となり、年々負担が増加している。

図ー７ 世帯の年収 図ー８ 住宅ローンの年間返済額と在学費用の負担

（住宅ローンのある世帯）

注：年収は、当該年度の前年（１～12月）の実績である。 注：在学費用は回答のあったすべての世帯について、小学生以上の子供

全員にかかる年間在学費用を平均したものである。

0

200

400

600

800

1000

８年度調査 ９年度調査 10年度調査 11年度調査 12年度調査

672.5 668.8 683.8 656.1 641.8

142.1 142.6 156.2
112.5 104.4

(3,290)(2,568)(376)(2,253)回答数

万円

その他の家族の
年収

主たる
家計維持者の
年収

746.2

（3,153）

814.6 811.4
840.0

768.6

0

200

400

600

800
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８年度調査 ９年度調査 10年度調査 11年度調査 12年度調査

178.9 189.3 182.0 206.2
220.3

111.6

290.5

112.1

301.4

114.0

296.0

118.2

324.4

121.3

341.6

813.0

892.0

979.8

914.1

841.6

(1,554)(1,501)(237)(1,350)回答数

万円

（1,660）

年間返済額

在学費用

住宅ローンの

世帯の年収
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（５）世帯の年収別にみた在学費用の負担 －世帯の年収に対する在学費用の割合は３２％－

○ 世帯の年収に対する在学費用（すべての子供にかかる費用の合計）の割合は、平均32.0％となり（図－９）、

11年度調査の28.8％を3.2ポイント上回った。

○ 年収階級別にみると、年収が高い世帯ほど、在学費用は高くなる傾向にある（図－10）。一方、年収が低くなる

ほど在学費用の負担は重くなり、200万円以上400万円未満の世帯では世帯の年収の57.8％にも達している。

図ー９ 世帯の年収にかかる在学費用の割合 図ー10 年収階級別にみた世帯の年収に対する在学費用の割合

（すべての子供にかかる在学費用）

注：世帯の年収が200万円未満の世帯については、サンプル数が少ない（35）た

め省略した。

10%未満

2.3

10%～20%未満

23.0

20%～30%未満

33.0

30%～40%未満

20.1

40%以上

21.6

単位：％

回答数

(2,650）

（平均：32.0%）

0

100

200

300

0

20

40

60

80

175.7
185.0

204.9
229.4

256.0

57.8

36.8
29.8 26.1 23.1

在学費用（左目盛り）

世帯の年収に対する在学費用の割合（右目盛り）

回答数

％

万円

(439）(152) （755）（881）（458）

1,000万円以上

800万円以上1,000万円未満

600万円以上800万円未満

400万円以上600万円未満

200万円以上400万円未満
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（６）就学状況別にみた在学費用の負担 －在学中の子供が２人いる標準的世帯の在学費用は年間２２７万円－

○ 子供の数は２人の世帯が最も多く、全体の54.9％となっている（図－11)。小学校以上に在学中の子供の数も、

２人の世帯が49.5％と最も多く、平均1.9人となった。

○ 子供が２人で、２人とも在学している標準的な世帯をみると、年収は平均768.4万円、１年間の在学費用は平均

226.6万円となっている（図－12）。

図ー11 子供の数と在学中の子供の数 図ー12 就学状況別にみた在学費用

（世帯数でみた割合） （子供が２人で、２人とも在学中の世帯）

子供の数

在学中の子供の数

注：高校等とは高校および高等専門学校である。

大学などとは大学院、大学、短大、各種・専修学校および予備校である。

１人

16.5

２人

54.9

３人

25.8

４人以上

2.8

(3,187)
回答数

単位：％

平均2.2人

１人

30.6
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19.9

(3,166)

回答数
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平均1.9人
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高校等と小中学校 高校等に２人 大学等と小中学校 大学等と高校等 大学等に２人 世帯平均

694.9
646.2

733.3
764.0

841.0

768.4

150.8 161.9
211.5 220.9

274.6
226.6

(1,127)(342)(491)(130)(69)(95)回答数

在学費用

世帯の年収

万円
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２ 自宅外通学者にかかる費用

（１）自宅外通学者数別にみた年間の仕送り額 －自宅外通学者１人当たりの仕送り額は年間１２９万円－

○ 自宅外通学者のいる世帯は、全体の36.7％を占める（図－13）。

○ 自宅外通学者１人当たりの仕送り額は年間129.2万円（月額10.8万円）で、家計にとって大きな負担となってい

る（図－14）。

図ー13 自宅外通学者数別にみた世帯数の割合 図ー14 自宅外通学者数別にみた年間の仕送り額

（自宅外通学者のいる世帯）

注：自宅外通学者が3人以上の世帯は、サンプル数が少ない（４）ため省略した。

０ 人

6 3 . 3

１ 人

3 0 . 0

２ 人

6 . 5

３ 人 以 上

0 . 2

回 答 数

(3 , 1 8 0 )

単 位 ： ％

0

200

400

600

800

1000

１人 ２人 世帯平均

753.1

821.6
766.3

129.2

244.5

150.1

万円

(893)回答数

年間の仕送り額

世帯の年収

(1,090)(193)
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（２）自宅外通学を始めるための費用 －進学者１人当たり４４万円－

○ 自宅外通学を始めるための費用（アパートの敷金や家財道具の購入費など）は、進学者１人当たり平均43.8万円

となっている（図－15）。

○ 進学費用と自宅外通学を始めるための費用の合計は進学者１人当たり平均137.9万円となった（図－16）。

図ー15 自宅外通学を始めるための費用 図ー16 進学費用と自宅外通学を始めるための費用

（進学者）1人当たりの費用） （進学者1人当たりの費用）

注：平成12年４月の進学時に自宅外通学を始めるためにかかった

アパートの敷金、家財道具の購入費などの合計である。

2 5万円未満

24.4

2 5万円以上5 0万円未満

30.8

5 0万円以上7 5万円未満

31.4

7 5万円以上1 0 0万円未満

5 . 7

1 0 0万円以上

7 . 7

回答数

(819)

単位：％

（平均：4 3 . 8万円）

1 0 0万円未満

30.8

1 0 0万円以上150万円未満

29.3

1 5 0万円以上200万円未満

22.1

200万円以上

17.8
回答数

(819)

単位：％

（平均：1 3 7 . 9万円）
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３ 教育費の捻出方法 －節約と預貯金の取り崩しで教育費を捻出－

○ 教育費の捻出方法については、「教育費以外の支出を削っている」、「預貯金や保険などを取り崩している」と

回答した世帯が、ともに半数を超えている（図－17）。

○ 節約している支出としては、「旅行・レジャー費」（68.2％）と回答した世帯が最も多く、以下「衣類の購入 」

（59.0％）、「外食費」（43.2％）、「食費」（42.1％）と続く（図－18）。

図ー17 教育費の捻出方法 図ー18 節約している支出

（三つまでの複数回答） （三つまでの複数回答）

注：図ー17で「教育費以外の支出を削っている」と回答したサンプル

に対する設問。

0 20 40 60 80 100

教育費以外の支出を削っている

預貯金や保険などを取り崩している

子供がアルバイトをしている

奨学金を受けている

残業やパートで働く時間を増やした

共働きを始めた

親戚から援助してもらっている

その他

特に何もしていない

70.4

51.7

43.2

25.8

24.4

20.5

4.0

3.1

1.8

回答数

％

(3,108)

0 20 40 60 80 100

旅行･レジャー費

衣類の購入費

外食費

食費

親(保護者)のこづかい

身の回り品や装飾品の購入費

保護者の教養娯楽費

中元･歳暮などの交際費

保護者の親への仕送りや介護･看護費用

その他

68.2

59.0

43.2

42.1

29.6

24.0

10.6

7.3

1.9

1.4

(2,088)

％

回答数
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(2)  自宅外通学を始めるための費用（アパートの敷金･礼金、家財道具の購入費など)

用語の解説

平成1２年４月から平成1３年３月までの１年間に、小学校以上の学校に在学中の子供にかかる費用の見込み額

３

進学費用

受験費用（受験したすべての学校・学部にかかるもの）

入学しなかった学校への納付金

２

学校教育費

授業料

１

平成1２年４月に高校以上の学校へ進学するためにかかった費用

在学費用

自宅外通学者にかかる費用

進学費用

補習教育費（学習塾・家庭教師の月謝、通信教育費、参考書・問題集の購入費など）

おけいこごとにかかる費用

通学費（通学定期代、通学用の自動車の燃料費や維持費など)

その他の学校教育費（教科書・教材費、学用品の購入費、施設設備費など）

受験料

受験のための交通費・宿泊費

学校納付金（入学金、寄付金、学校債など、入学時に学校に支払った費用)

(1)  年間の仕送り額（ただし、授業料分は除く）

家庭教育費

在学費用


